
4月19日（金）13：30より「ボルファートとやま」にて2023年度「共済実務担当者研修会」を開催しました。
9労組18名の書記長、書記、共済担当者の皆さんにリアル参加とＷｅｂ対応でのハイブリッド開催としました。
研修会の内容は、まず、福祉共済センターの森川事務局長から、「ねんきん共済」の退職一時金の活用例・注意

点についてや積立完了・継続加入・繰り延べの取り扱いについて、「ねんきん共済」「ファミリ－サポ－ト共済」
の受け取り時の税金についてなどを中心に説明をいただきました。加えて、「けんこう共済」の制度改定や新規加
入、変更手続きなど、けんこう共済の前橋担当からより詳しい説明をいただき、web上で各共済の申し込み用紙が
記入できるよう改善され、より便利になった点についても説明頂きました。
また、福祉共済センターの岩崎書記から、ゆうあい共済の各種受付手続きや、電機共済サポートシステムの活用

方法についても詳細なご説明をいただき、最後に2024年の共済目標達成をお願いされ研修会を終了しました。

今年度も共済担当者の皆さんから質問・要望のあった内容も盛り込むことができ、引き続き、共済実務の効率化

につなげるよう富山地協としても協力していきたいと思います。

電機連合富山地協に集う私たちは２０２４年総合労働条件改
善闘争において、昨年と同じく“物価高に負けない賃上げ”を重
点に取り組みを進めて来ました。
そして、春闘を取り巻く環境についても「デフレ経済からの

完全脱却」を目指した政府、労働界、経済界の三者による政労
使会議の複数回の開催やメディアの報道も加わり、昨年を上回
る賃上げムードの中での交渉となりました。
これらを背景に、電機大手１２中闘組合のうち、１１の組合

で賃金水準改善額１３,０００円の満額回答が示され、この追い
風を受けて富山地協傘下の組合へも大きなプラスの影響を与え、
結果として８割以上の９組合が満額や、それ以上の回答を得る
ことが出来ました。
さて、直近の物価動向に着目すると、４月１９日に総務省が

公表した３月の全国消費者物価指数：コアＣＰＩは前年同月比
＋２.６％となり、２０２３年度の＋２.８％から鈍化しています。
しかしながら、５月から電気料金に上乗せされる再エネ賦課

金の引き上げや、電気と都市ガス料金への補助金が終了するな
ど、物価が押し上げられる要素が控えており、未だに楽観視で
きない状況にあります。
いずれにしましても経済と景気の好循環へつなげる春闘の取

り組みについては、二年連続となる満額回答を得たことで、電
機連合の交渉ステージが高位に格上げされていると考えます。
この事からも私たちの役割と責任が、より大きくなると思いま
すので、来年の春闘へ向けて今から準備を進めて行きましょう。
２０２４春闘交渉の取り組み大変お疲れ様でした。
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2024年闘争は、前年を大きく上回る結果
となりました。闘争も終わり、次期定期
大会に向けて準備を進めていきましょう。

第63回

私のお気に入りではありませんが、日々の楽しみは子供と過ごすことです。私には6才と4才の息子がいます。長
男は5才の時に、あるきっかけからキッズボクシングを習い始めました。周りはお兄ちゃんだらけで、出来ないこと
が多く挫けそうになりながらも、一生懸命頑張って出来るようになると、子供はもちろん私も自分のことのように
喜んでいます。それから後を追うように、どうしても習いたい！ときかない次男も4才になってから習い始め･･･
こっちは集中力が全くなく（親似か？）、なかなか手を焼いておりますが、たまに怒られながら楽しそうにやって
おります。笑
ボクシング以外にも、バスケットボールも好きで晴れた日には外でドリブル練習したり、自転車の練習をしたり

と、いろんなことに挑戦し成長していく子供の様子を見るのがこれからも楽しみです。私も運動しなければ･･･汗

次回のリレーコラムは、コーセル労組の平野書記長にお願いします。

北陸電機製造 労働組合 安田 幸弘

2024年4月27日（土）10：00より富岩運河環水公園親水広場で連合富山主

催の「第95回富山県中央メーデー」が開催されました。

メーデースローガンは、「連帯の力で平和と人権を守り誰もが安心して暮ら

せる新たなステージへ！」「被災地の復旧・復興に向けてみんなで支え合い・

助け合おう！」を掲げ、連合富山地協に加盟する組合などから約5,000人が参

加し、「世界平和」「全ての仲間の生活向上」「ジェンダー平等の推進」を訴

えました。

最後に北陸電気工業労組出身の連合富山地協の古谷副議長がメーデー宣言を

行った。その中で、能登半島地震の被災者に寄り添った支援を実施することや、

次の衆議院選挙で連帯して戦うことを確認しました。
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